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い
よ
い
よ
戸
籍
事
務
電
算
化
ス
タ
ー
ト

今
月
二
十
二
日
か
ら
可
児
市
の
戸
籍
事
務
が
電
算
化
さ
れ
ま
す
。
二
十
四
日
か
ら
は
新
し
い
証
明
書
が
発
行
さ
れ
、

よ
り
見
や
す
く
な
る
ほ
か
、
事
務
も
よ
り
早
く
な
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
私
た
ち
に
深
く
関
係
す
る
「
戸
籍
」
に
つ
い
て
、
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

戸
籍
っ
て
何
だ
ろ
う

戸
籍
っ
て
何
だ
ろ
う

戸
籍
と
は

戸
籍
は
、
国
民
の
親
族
的
身
分
関

係
を
登
録
し
公
証
す
る
公
文
書
で
す
。

戸
籍
に
は
、
人
が
生
ま
れ
て
か
ら
死

ぬ
ま
で
の
、
出
生
、
婚
姻
、
死
亡
と

い
っ
た
重
要
な
身
分
変
動
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

戸
籍
に
関
す
る
事
務
は
、
国
民
の

利
便
性
や
処
理
の
効
率
性
の
観
点
か

ら
市
区
町
村
長
が
受
託
す
る
た
め
、

届
出
や
請
求
は
市
区
町
村
の
窓
口
で

行
い
ま
す
。
戸
籍
で
は
次
の
よ
う
な

こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
す
。

●
日
本
国
籍
を
証
明

日
本
の
戸
籍
は
、
日
本
人
の
み
が

登
録
さ
れ
ま
す
の
で
、
日
本
国
籍

を
証
明
し
ま
す
。
よ
っ
て
旅
券
申

請
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
親
族
関
係
を
証
明

親
や
配
偶
者
が
記
載
さ
れ
る
た
め
、

親
族
関
係
に
つ
い
て
の
証
明
が
で

き
ま
す
。
そ
こ
か
ら
相
続
人
な
ど

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
行
為
能
力
を
証
明

親
権
、
未
成
年
後
見
な
ど
に
つ
い

て
記
載
さ
れ
る
た
め
、
法
的
な
行

為
能
力
を
証
明
で
き
ま
す
。

戸
籍
の
証
明
書

証
明
書
の
種
類
に
は
下
表
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
二
月
二
十

二
日
の
電
算
シ
ス
テ
ム
稼
働
に
伴
い
、

戸
籍
謄
本
・
抄
本
な
ど
の
名
称
が
変

わ
り
ま
す
。

戸
籍
の
証
明
書
は
誰
で
も
交
付
請

求
で
き
ま
す
が
、
本
人
と
同
じ
戸
籍

で
な
い
人
や
、
直
系
親
族
以
外
の
人

が
請
求
す
る
場
合
に
は
、
適
正
な
請

求
理
由
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

請
求
す
る
に
は
、
交
付
請
求
書
を

記
入
し
て
本
籍
の
あ
る
市
区
町
村
の

窓
口
へ
提
出
し
ま
す
。
本
籍
が
遠
方

に
あ
る
場
合
な
ど
は
、
郵
送
で
請
求

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
な
お
、
証

明
に
は
市
区
町
村
で
定
め
た
手
数
料

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

証 明 書 の 種 類 手数料 証 明 内 容
戸籍謄本（全部事項証明書） 450円 戸籍の全部の写し
戸籍抄本（個人事項証明書） 450円 戸籍の一部の写し
除籍謄本（全部事項証明書） 750円 除籍の全部の写し
除籍抄本（個人事項証明書） 750円 除籍の一部の写し
身分証明書 300円 禁治産や後見の登記などの有無についての証明
記載事項証明書（一部事項証明書） 350円 戸籍記載内容の一部を証明
戸籍附票の写し 300円 戸籍掲載者の住所を本籍地の市区町村で証明
受理証明書 350円 戸籍の届出が受理決定されたことの証明
※（ ）内は電算化後の名称



戸
籍
の
届
出

出
生
や
婚
姻
な
ど
身
分
関
係
に
動

き
が
あ
る
場
合
に
は
、
戸
籍
の
届
出

が
必
要
で
す
。
そ
れ
は
、
戸
籍
の
届

出
に
基
づ
い
て
記
載
さ
れ
る
た
め
で

す
。た

と
え
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
も
、

出
生
届
が
さ
れ
な
け
れ
ば
戸
籍
の
記

載
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
届
出
が
さ

れ
て
も
、
そ
の
内
容
に
間
違
い
が
あ

れ
ば
、
戸
籍
に
も
間
違
っ
て
記
載
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

戸
籍
そ
の
も
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
届
出
が
大
変
重
要
と
言
わ
れ
る

の
は
そ
の
た
め
で
す
。

届
出
の
義
務

届
出
に
は
、
義
務
付
け
ら
れ
た
も

の
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
効
力
が
発
生

す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

●
報
告
的
届
出
（
届
出
義
務
有
り
）

出
生
や
死
亡
な
ど
は
、
法
で
届
出

が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
届
出
す
る
期
間
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
届
出
を
怠
っ
た
り

期
間
を
経
過
し
た
り
し
た
場
合
に

は
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

●
創
設
的
届
出
（
届
出
義
務
無
し
）

婚
姻
や
協
議
離
婚
な
ど
は
、
届
出

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
法

的
な
効
力
を
生
じ
ま
す
。
結
婚
式

を
行
っ
て
も
婚
姻
届
を
す
る
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
届
出
を
し
な

け
れ
ば
法
的
に
は
成
立
し
ま
せ
ん
。

届
出
の
方
法

戸
籍
の
届
出
は
、
所
定
の
届
書
に

届
出
人
が
必
要
事
項
を
漏
れ
な
く
正

確
に
記
入
し
た
上
で
、
市
区
町
村
の

窓
口
へ
提
出
し
ま
す
。

●
届
出
人

届
出
人
は
届
出
の
種
類
に
よ
っ
て

決
め
ら
れ
て
お
り
、
届
書
に
は
そ

の
署
名
と
押
印
が
必
要
で
す
。

●
届
出
場
所

届
出
場
所
は
原
則
と
し
て
（
１
）

当
事
者
の
本
籍
地
、（
２
）
届
出

人
の
住
所
地
、（
３
）
届
出
事
件

の
発
生
地
の
い
ず
れ
か
の
市
区
町

村
に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
死
亡
届
の
場
合
は
（
１
）

死
亡
者
の
本
籍
地
、（
２
）
届
出

す
る
親
族
の
住
所
地
、（
３
）
死

亡
地
の
い
ず
れ
か
と
な
り
ま
す
。

●
添
付
書
類

届
出
の
際
に
は
添
付
書
類
が
必
要

と
な
る
も
の
が
多
く
、
何
を
添
付

す
る
か
は
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
出
生
届
の
場
合

は
、
医
師
や
助
産
師
の
記
入
し
た

出
生
証
明
書
が
必
要
で
す
。
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戸籍小話・その１

「今すぐ結婚したいんです！」
若いカップルが笑顔

で窓口にやってきて、
結婚したいと言います。
そこで次のように尋ね
ます。
「婚姻届を記入してあ
りますか？」
これから記入すると

いうことなので、婚姻
届の用紙を出して説明
します。しかし、カップルの顔色が曇ってきました。
「今ここで結婚したいのですが・・・」

婚姻届の届出人は婚姻する本人たちです。しかしそれ以
外に「証人」といって、本人以外の成人２人が届書に本籍
・住所などを記入した上で署名・押印していなければなり
ません。婚姻する本人が未成年の場合には、両親の署名・
押印なども必要です。さらに本籍地以外の窓口で届出する
場合には、原則として戸籍謄本（全部事項証明書）の添付
が必要となります。たとえ本人たちが窓口を訪れても、そ
れらがそろわなければ婚姻届はできないのです。
戸籍の届出の多くは、窓口で届書を記入すればすぐにで

きるというものではありません。届出の仕方が分からない
場合は、あらかじめ必要事項を十分に確認した上で届出す
るようにした方がよいでしょう。

出生届と死亡届はすべての人に関係する

種　類 届 出 人 添 付 書 類 届 出 義 務

出生届
父または

出生証明書 出生日を含め14日以内
母など

死亡届 親族など 死亡診断書など
死亡の事実を知った日を含
め７日以内

婚姻届
婚姻する 戸籍謄本
夫妻 （全部事項証明書）

離婚届 離婚する ※本籍地で届出す 義務は無く届出で成立
（協議） 夫妻 る場合は省略可

転籍届
筆頭者と 戸籍謄本
配偶者 （全部事項証明書）
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住
民
票
と
の
違
い

戸
籍
と
よ
く
混
同
し
が
ち
な
も
の

が
住
民
票
で
す
。
し
か
し
、
例
え
ば

引
っ
越
し
を
す
る
と
住
所
変
更
の
届

出
、
す
な
わ
ち
住
民
票
の
異
動
が
必

要
で
す
が
、
戸
籍
は
そ
の
ま
ま
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。こ
の
こ
と
か
ら
も
、

戸
籍
と
住
民
票
は
別
の
も
の
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

戸
籍
は
夫
妻
と
親
子
の
関
係
を
基

本
と
し
て
構
成
さ
れ
、
そ
の
変
遷
を

記
載
し
て
い
る
の
に
対
し
、
住
民
票

は
世
帯
主
と
生
活
を
共
に
し
て
同
居

し
て
い
る
人
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
居

住
状
況
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
下
表

が
主
な
相
違
点
で
す
。

た
だ
し
、
住
民
票
に
記
録
さ
れ
る

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
は
戸
籍
を

基
に
し
て
お
り
、
両
者
に
は
密
接
な

関
係
が
あ
り
ま
す
。

戸籍小話・その２

「入籍届をしたいのですが？」
戸籍の問い合わせで入籍届の方法を尋ねられることが

あります。窓口では次のことをまず確認します。
「裁判所で入籍の許可は出ていますか？」
多くの場合は問題ありません。許可が出ていれば届出

ができますし、出ていなければ裁判所の手続きについて
お教えします。しかし、こんな反応もあります。
「えっ！入籍に裁判所の許可が要るのですか？」
このやりとりには、大きな食い違いが生じています。

戸籍の「入籍届」とは、何かの事情で戸籍が別になっ
ている子を親の戸籍に入れる届出で、裁判所の許可を要
する場合があります。ところが入籍という言葉は、一般
に婚姻を意味することがあります。婚姻の届出について
知りたいのに、裁判所の許可が必要と言われて驚くとい
うことがないよう、窓口では「婚姻届」と言う方がよい
でしょう。芸能人が婚姻届をすると「極秘入籍！」など

の見出しが出ることがありますが、報道機関によっては
「入籍」を使わず「婚姻」や「結婚」と表記するところも
あります。これには、“女性が男性の籍に入る”ことを連
想させるのを避けるねらいもあるようです。また、婚姻
では通常夫妻で新しい戸籍を作りますので、その意味で
も入籍という表現は間違いだと言えます。

戸籍小話・その３

「筆頭者を変えなくては」
世帯主が死亡したために、世帯主

の変更届を記入していた人が、突然
思い出したように言いました。
「そうだ筆頭者も変えなくては」。
そこで、筆頭者はそのままである

ことをお教えします。
「筆頭者は死亡したのにそのまま
なんですか？」

筆頭者とは、戸籍の最初に記載されている人の氏名で
す。どうやら、死亡した世帯主は戸籍の筆頭者でもあっ
たということのようですが、筆頭者を変える必要はあり
ません。というより、変えることはできないのです。
筆頭者とは、分かりやすく言えば戸籍の見出しのよう

なものです。つまり筆頭者の氏名が必要なのであって、
それが死亡した人の氏名でも問題はないのです。
世帯主と筆頭者は似て非なるものです。世帯主は住民

票における世帯を代表する人であって、健康保険や郵便
などの実生活で重要な意味がありますが、筆頭者は戸籍
の検索のみに用いられます。
なお「本籍」も筆頭者と同様に戸籍の見出しであり、

検索に用いるためのものです。従って、土地の名称と地
番が国内に存在すればよく、住所地や先祖の土地などで
ある必要はありません。しかし、証明請求の利便性など
を考えれば、関係のある土地を本籍にする方がよいかも
しれません。

本籍・筆頭者欄

婚姻届と入籍届はまったく別もの

可児市の住民票の様式

戸籍 住民票

証明する内容
国民の親族的身分 住民の居住場所や
関係など 世帯構成など

管理する場所 本籍地 住所地

記載される人 夫妻と未婚の子
世帯主と生活を共
にする同居者

続柄の表記
親から見る 世帯主から見る
例】長女、二男 例】子、子の子
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住
民
票
と
の
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戸
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と
よ
く
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も
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。
し
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、
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ば
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越
し
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と
住
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更
の
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、
す
な
わ
ち
住
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の
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必
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が
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そ
の
ま
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も
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も
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も
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で
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が
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は
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と
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の
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を
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と
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成
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、
そ
の
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て
い
る
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に
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し
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と
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共
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て
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し
て
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る
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で
構
成
さ
れ
、
そ
の
居

住
状
況
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
下
表

が
主
な
相
違
点
で
す
。

た
だ
し
、
住
民
票
に
記
録
さ
れ
る

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
は
戸
籍
を

基
に
し
て
お
り
、
両
者
に
は
密
接
な

関
係
が
あ
り
ま
す
。

届
書
の
行
方

戸
籍
の
届
書
は
市
区
町
村
の
窓
口

で
受
け
付
け
し
、
内
容
の
審
査
を
行

い
ま
す
。
誤
り
が
発
見
さ
れ
れ
ば
届

出
人
に
訂
正
を
お
願
い
し
ま
す
。
適

正
と
判
断
さ
れ
た
段
階
で
受
理
決
定

さ
れ
、
戸
籍
へ
の
記
載
処
理
が
行
わ

れ
ま
す
。
記
載
を
終
え
た
後
は
、
管

轄
す
る
法
務
局
（
ま
た
は
支
局
）
へ

送
ら
れ
ま
す
。

可
児
市
か
ら
は
、
美
濃
加
茂
市
に

あ
る
岐
阜
地
方
法
務
局
美
濃
加
茂
支

局
へ
送
ら
れ
、
厳
重
に
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
届
出
さ
れ
た
届

書
は
、
特
別
の
事
由
が
な
い
限
り
、

た
と
え
本
人
で
あ
っ
て
も
閲
覧
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

戸
籍
事
務
の
転
機

二
月
二
十
二
日
の
戸
籍
事
務
の
電

算
化
は
、
可
児
市
に
お
け
る
戸
籍
事

務
の
歴
史
的
な
転
機
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
戸
籍
は
和
文
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
を
使
っ
て
一
文
字
ず
つ
記

載
し
、
証
明
書
も
手
作
業
で
検
索
や

複
写
を
し
て
作
成
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
戸
籍
の
作
成
や
証
明
発

行
に
大
変
な
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
身
分
事
項
が
文
章
で
記

述
さ
れ
て
お
り
、
一
般
の
人
に
は
分

か
り
に
く
い
内
容
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ

っ
て
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、作
業
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
し
、

身
分
事
項
は
項
目
で
表
さ
れ
る
の
で

大
変
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
戸

籍
に
も
よ
う
や
く
Ｉ
Ｔ
化
の
時
代
が

や
っ
て
き
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
戸
籍
の
持
つ
意
味
は
ま
っ

た
く
同
じ
で
あ
り
、
届
出
方
法
が
変

わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

機
会
に
そ
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て

認
識
し
、
目
を
向
け
て
み
る
の
も
よ

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
問
合
先

市
民
課

広報番組でも放送します
ケーブルテレビ可児７チャンネルにて週変わり

で放送する広報番組「いきいきマイタウン」でも、
特集「戸籍の基本」を２週にわたり放送する予定
ですのでご覧ください。
（１）戸籍とは　２／１（土）～７（金）放送
（２）届出とは　２／８（土）～14（金）放送
※裏表紙に番組案内があります。

戸籍小話・その２

「入籍届をしたいのですが？」
戸籍の問い合わせで入籍届の方法を尋ねられることが

あります。窓口では次のことをまず確認します。
「裁判所で入籍の許可は出ていますか？」
多くの場合は問題ありません。許可が出ていれば届出

ができますし、出ていなければ裁判所の手続きについて
お教えします。しかし、こんな反応もあります。
「えっ！入籍に裁判所の許可が要るのですか？」
このやりとりには、大きな食い違いが生じています。

戸籍の「入籍届」とは、何かの事情で戸籍が別になっ
ている子を親の戸籍に入れる届出で、裁判所の許可を要
する場合があります。ところが入籍という言葉は、一般
に婚姻を意味することがあります。婚姻の届出について
知りたいのに、裁判所の許可が必要と言われて驚くとい
うことがないよう、窓口では「婚姻届」と言う方がよい
でしょう。芸能人が婚姻届をすると「極秘入籍！」など

の見出しが出ることがありますが、報道機関によっては
「入籍」を使わず「婚姻」や「結婚」と表記するところも
あります。これには、“女性が男性の籍に入る”ことを連
想させるのを避けるねらいもあるようです。また、婚姻
では通常夫妻で新しい戸籍を作りますので、その意味で
も入籍という表現は間違いだと言えます。

戸籍小話・その４

「除籍の証明をください」
初老の女性が窓口へ来て言います。
「死亡した夫の除籍謄本をください」。
こうした場合に本当に必要となるのは、除籍謄本ではなく

戸籍謄本であることがほとんどです。

戸籍の証明の主なものに、戸籍謄本・抄本がありますが、
似たものに除籍謄本・抄本があります。除籍とは、記載され
ていた人が全て除かれた戸籍のことで、通常の戸籍とは別に
管理されています。夫が死亡しても妻が生きている場合は、
除籍ではありませんので、戸籍謄本・抄本を請求しなければ
いけません。
死亡した人の戸籍は除籍だと考えがちですが、戸籍は個人

ではなく、通常は夫婦と未婚の子で構成されているので、す
べての人が死亡や婚姻で除かれるまで戸籍は存在します。こ
の理屈は一般には分かりにくいのも事実ですので、不明な場
合には窓口で相談するとよいでしょう。

戸籍は非常に重要
岐阜地方法務局
美濃加茂支局

支局長　河合健寛さん

人が生まれてから死ぬまでの身分事項を記録して
おくものが戸籍で、自分の身分関係や親族関係が証
明される非常に重要なものであります。皆さんの中
には、戸籍事務は市区町村だけで取り扱っていると
思っている人が多いと思います。しかし実際には、
全国で統一的な取り扱いをする必要から、法務局が
市区町村から相談を受けております。
現在、戸籍事務の適正・迅速な処理を図るために

全国で電算化が進められており、昨年末で1038の市
区町村が実施しております。可児市においても市民
の皆さんに喜ばれることを願っております。
なお、国籍（帰化など）については、法務局まで

相談してください。

戸籍小話・その５

活躍した和文タイプライター
電算化される前の戸籍は、和紙に縦書きで書かれており、

その記載は和文タイプライターで行われてきました。
タイプライターは活字で印字していく機械ですので、和文

の場合は漢字などの活字で一つずつ印字していきます。戸籍
の記載には専用の機械を使いますので、よく使われる「年・
月・日」などの活字はまとめられていますが、それ以外の漢
字は膨大な量の活字の中から探さなければいけませんでした。
こうして多くの戸籍を

記載してきた和文タイプ
ライターも、今回の電算
化によりその出番はほと
んどなくなります。“古
時計”ではありませんが、
過去の思い出となりそう
です。 戸籍記載用の和文タイプライター

戸籍小話・その３

「筆頭者を変えなくては」
世帯主が死亡したために、世帯主

の変更届を記入していた人が、突然
思い出したように言いました。
「そうだ筆頭者も変えなくては」。
そこで、筆頭者はそのままである

ことをお教えします。
「筆頭者は死亡したのにそのまま
なんですか？」

筆頭者とは、戸籍の最初に記載されている人の氏名で
す。どうやら、死亡した世帯主は戸籍の筆頭者でもあっ
たということのようですが、筆頭者を変える必要はあり
ません。というより、変えることはできないのです。
筆頭者とは、分かりやすく言えば戸籍の見出しのよう

なものです。つまり筆頭者の氏名が必要なのであって、
それが死亡した人の氏名でも問題はないのです。
世帯主と筆頭者は似て非なるものです。世帯主は住民

票における世帯を代表する人であって、健康保険や郵便
などの実生活で重要な意味がありますが、筆頭者は戸籍
の検索のみに用いられます。
なお「本籍」も筆頭者と同様に戸籍の見出しであり、

検索に用いるためのものです。従って、土地の名称と地
番が国内に存在すればよく、住所地や先祖の土地などで
ある必要はありません。しかし、証明請求の利便性など
を考えれば、関係のある土地を本籍にする方がよいかも
しれません。

本籍・筆頭者欄

婚姻届と入籍届はまったく別もの

可児市の住民票の様式

戸籍 住民票

証明する内容
国民の親族的身分 住民の居住場所や
関係など 世帯構成など

管理する場所 本籍地 住所地

記載される人 夫妻と未婚の子
世帯主と生活を共
にする同居者

続柄の表記
親から見る 世帯主から見る
例】長女、二男 例】子、子の子
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大
地
震
に
も
備
え
て

厳
し
い
寒
さ
の
早
朝
、
文
化
創
造

セ
ン
タ
ー
の
南
駐
車
場
に
、
古
川
克

副
団
長
を
は
じ
め
と
す
る
消
防
団
員

と
可
茂
消
防
事
務
組
合
南
消
防
署
員

ら
総
勢
三
百
八
人
が
集
合
し
ま
し
た
。

式
典
に
先
立
ち
、
今
年
一
年
間
の

消
防
活
動
の
無
事
を
祈
る
祈
願
祭
と
、

規
律
正
し
く
整
列
し
た
消
防
団
員
の

観
閲
お
よ
び
車
両
点
検
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
の
主

劇
場
に
会
場
を
移
し
、
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
ま
ず
、
永
年

勤
続
者
や
特
別
功
労
者
、
消
火
活
動

協
力
者
な
ど
に
表
彰
状
や
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
年
頭
に
当

た
り
、
山
田
市
長
が
年
末
夜
警
を
ね

ぎ
ら
い
な
が
ら
、「
今
ま
さ
に
、
地

震
防
災
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
代
で
す
。
市
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
た
め
、
普
段
の
消
防
活
動
に

お
け
る
、
皆
さ
ん
の
よ
り
一
層
の
ご

活
躍
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
古
川
副
団
長
が
「
大
地

震
の
発
生
も
念
頭
に
置
き
、
地
域
で

の
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
く
だ

さ
い
」
と
団
長
の
訓
示
を
代
読
し
ま

し
た
。

式
典
の
終
了
後
、
市
役
所
に
移
動

し
、
消
防
音
楽
隊
を
先
頭
に
市
中
を

堂
々
と
行
進
し
ま
し
た
。
行
進
が
終

わ
る
と
市
役
所
駐
車
場
で
は
、
南
消

防
署
署
員
が
伝
統
の
は
し
ご
乗
り
を

披
露
。
高
さ
六
メ
ー
ト
ル
の
は
し
ご

の
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
見
事
な
演

技
に
、
見
物
の
市
民
ら
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
市
役
所
北
側
に
設
け
ら

れ
た
や
ぐ
ら
目
掛
け
て
、
消
防
団
十

五
台
の
車
両
と
南
署
の
は
し
ご
車
一

台
か
ら
、
色
と
り
ど
り
の
見
事
な
一

斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
百
三
人
を
表
彰

消
防
業
務
に
功
績
の
あ
っ
た
人
や

活
動
に
協
力
さ
れ
た
次
の
皆
さ
ん
に

表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

▽
岐
阜
県
知
事
表
彰

勤
続
功
労
章
＝
団
長
　
服
部
忠
夫

功
労
章
＝
第
三
分
団
長
　
岩
田
教

幸
▽
岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
＝
第
二
分
団
第
一
部
部
長

坂
口
幸
和
、
第
二
分
団
第
四
部
部

新
春
を
飾
る
可
児
市
消
防
出
初
式
が
一
月
五
日
、
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
と

市
役
所
駐
車
場
の
二
会
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
市
民
が
見
守
る
中
、
市
中
行
進
や
一
斉
放
水
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

団
員
た
ち
は
今
年
一
年
の
防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

防
災
へ
の
誓
い
新
た
に

防
災
へ
の
誓
い
新
た
に

防
災
へ
の
誓
い
新
た
に

防
災
へ
の
誓
い
新
た
に

防
災
へ
の
誓
い
新
た
に

防
災
へ
の
誓
い
新
た
に

防
災
へ
の
誓
い
新
た
に

防
災
へ
の
誓
い
新
た
に

防
災
へ
の
誓
い
新
た
に

防
災
へ
の
誓
い
新
た
に

防
災
へ
の
誓
い
新
た
に

防
災
へ
の
誓
い
新
た
に

防
災
へ
の
誓
い
新
た
に

防
災
へ
の
誓
い
新
た
に

防
災
へ
の
誓
い
新
た
に

防
災
へ
の
誓
い
新
た
に

防
災
へ
の
誓
い
新
た
に

平
成
十
五
年
可
児
市
消
防
出
初
式

平
成
十
五
年
可
児
市
消
防
出
初
式

平
成
十
五
年
可
児
市
消
防
出
初
式

平
成
十
五
年
可
児
市
消
防
出
初
式

平
成
十
五
年
可
児
市
消
防
出
初
式

平
成
十
五
年
可
児
市
消
防
出
初
式

平
成
十
五
年
可
児
市
消
防
出
初
式

平
成
十
五
年
可
児
市
消
防
出
初
式

平
成
十
五
年
可
児
市
消
防
出
初
式

平
成
十
五
年
可
児
市
消
防
出
初
式

平
成
十
五
年
可
児
市
消
防
出
初
式

平
成
十
五
年
可
児
市
消
防
出
初
式

平
成
十
五
年
可
児
市
消
防
出
初
式

平
成
十
五
年
可
児
市
消
防
出
初
式

平
成
十
五
年
可
児
市
消
防
出
初
式

平
成
十
五
年
可
児
市
消
防
出
初
式

平
成
十
五
年
可
児
市
消
防
出
初
式
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長
　
井
藤
裕
司
、
第
四
分
団
第
二

部
部
長
　
三
宅
清
隆
、
第
四
分
団

第
三
部
部
長
　
肥
田
充
教

▽
中
濃
地
域
振
興
局
長
表
彰

功
労
章
＝
第
二
分
団
長
　
柳
茂
樹

▽
中
濃
ブ
ロ
ッ
ク
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
＝
第
一
分
団
第
一
部
部
長

市
原
崇
光
、
第
一
分
団
第
二
部
部

長
　
奥
村
孝
尚
、
第
一
分
団
第
四

部
部
長
　
田
牧
公
平
、
第
二
分
団

第
二
部
部
長
　
長
瀬
治
義
、
第
三

分
団
第
一
部
部
長
　
前
田
伸
寿
、

第
三
分
団
第
三
部
部
長
　
三
好
英

隆
、
第
三
分
団
第
四
部
部
長
　
高

田
初
男
、
第
四
分
団
第
一
部
部
長

山
口
功

▽
可
児
市
長
表
彰

功
労
章
＝
第
一
分
団
第
一
部
班
長

日
比
野
守
、
第
一
分
団
第
一
部
団

員
　
鈴
木
喜
洋
、
第
一
分
団
第
三

部
部
長
　
河
村
泰
宏
、
第
二
分
団

第
三
部
部
長
　
大
澤
和
彦
、
第
二

分
団
第
四
部
団
員
　
土
田
裕
明
、

第
三
分
団
第
一
部
班
長
　
生
田
範

秋
、
第
三
分
団
第
一
部
班
長
　
玉

木
浩
文
、
第
三
分
団
第
二
部
部
長

今
井
啓
二
、
第
三
分
団
第
二
部
班

長
　
浅
井
忍
、
第
四
分
団
第
一
部

班
長
　
若
尾
忠
、
第
四
分
団
第
一

部
班
長
　
丹
羽
一
友
、
第
四
分
団

第
二
部
班
長
　
鈴
木
伸
宏
、
第
四

分
団
第
二
部
班
長
　
前
田
栄
司

感
謝
状
（
消
防
協
力
者
表
彰
）

火
災
発
生
時
、
初
期
消
火
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
田
雅
人
（
今
渡
）

▽
可
児
市
消
防
団
長
表
彰

五
年
勤
続
章
＝
肥
田
光
久
、
渡
辺

光
祥
、
日
比
野
守
（
第
一
分
団
第

一
部
）、
古
田
卓
二
、
松
岡
智
之
、

金
子
和
宜
、
飯
田
英
貴
、
水
野
正

博
（
第
一
分
団
第
二
部
）、
藤
田

健
司
、
藤
嶋
優
、
村
井
啓
二
、
梅

田
達
也
（
第
一
分
団
第
四
部
）
、

高
良
学
、
中
島
英
二
、
日
比
野
敬

一
、
牛
田
栄
治
（
第
二
分
団
第
一

部
）、
竹
本
秀
也
、
宇
佐
見
彰
英
、

太
田
真
哉
（
第
二
分
団
第
二
部
）、

松
田
浩
一
、
松
田
篤
（
第
二
分
団

第
三
部
）、
井
藤
和
彦
、
三
宅
英

仁
、
岡
本
智
則
、
石
神
亮
（
第
二

分
団
第
四
部
）、
吉
田
勝
也
（
第

三
分
団
第
一
部
）
、
今
井
啓
二

（
第
三
分
団
第
二
部
）、
高
田
初
男

（
第
三
分
団
第
四
部
）、高
木
誠
治
、

栃
洞
伸
行
、
楓
秀
一
、
磯
谷
琢
也
、

山
崎
悦
邦
（
第
四
分
団
第
一
部
）、

林
忠
臣
、
奥
村
茂
之
、
近
藤
浩
一

郎
、
林
裕
一
、
古
山
茂
樹
（
第
四

分
団
第
二
部
）、
田
島
純
平
、
伊

藤
嘉
高
、
野
尻
康
宏
（
第
四
分
団

第
三
部
）

三
年
勤
続
章
＝
鈴
木
喜
洋
、
和
田

幸
治
、
永
田
賢
一
、
日
比
野
行
伸
、

伊
佐
治
慶
磨（
第
一
分
団
第
一
部
）、

渡
辺
茂
人
、
玉
田
伸
一
（
第
一
分

団
第
二
部
）、
田
口
恒
徳
、
山
本

弘
一
、
小
森
章
裕
、
水
田
健
一

（
第
一
分
団
第
三
部
）、
安
藤
清
、

飯
田
義
康
、
鈴
木
良
典
（
第
一
分

団
第
四
部
）、
宇
田
誠
、
丹
羽
泰

成
、
日
比
野
将
也
、
山
本
益
実

（
第
二
分
団
第
一
部
）、土
田
貴
政
、

可
児
正
樹
、
加
納
栄
司
（
第
二
分

団
第
二
部
）、
栢
之
間
省
一
、
岩

井
孝
仁
、
西
川
直
樹
（
第
二
分
団

第
三
部
）、
金
井
博
之
、
飯
田
朋

英
、
佐
橋
和
夫
、
春
見
拓
也
、
佐

橋
貴
博
、
上
垣
外
崇
（
第
二
分
団

第
四
部
）、
奥
村
洋
、
勝
野
博
志
、

吉
田
学
（
第
三
分
団
第
一
部
）
、

土
田
英
雅
、
土
田
幹
治
、
可
児
学
、

吉
田
崇
了
（
第
三
分
団
第
二
部
）、

田
口
泰
章
、
伊
藤
昌
宏
、
林
田
敏

明
（
第
三
分
団
第
三
部
）、
水
野

真
澄
、
田
谷
和
義
、
織
田
幸
治
、

前
田
隆
幸
、
無
笹
勝
義
、
北
田
英

海
（
第
三
分
団
第
四
部
）、
奥
村

晃
弘
、
水
野
崇
、
加
藤
智
、
若
尾

稔
（
第
四
分
団
第
一
部
）、
早
川

純
一
、
鈴
木
隆
行
、
可
児
敏
彦
、

安
在
義
治
、
谷
井
宏
嗣
（
第
四
分

団
第
二
部
）、
小
栗
正
弘
、
内
田

悦
哉
、
斉
藤
文
和
、
伊
藤
雅
彦
、

藤
井
智
和
（
第
四
分
団
第
三
部
）

精
勤
章
＝
肥
田
祥
幸
、
伊
佐
治
慶

磨
、
今
井
峰
彦
、
宮
島
康
幸
、
奥

村
真
吾
（
第
一
分
団
第
一
部
）
、

長
屋
信
和
、
古
田
敏
教
、
小
池
康

仁
、
渡
辺
敏
、
渡
辺
茂
人
（
第
一

分
団
第
二
部
）、
田
口
孝
広
、
山

本
弘
一
、
大
澤
信
親
、
小
森
正
明
、

三
宅
伸
行
（
第
一
分
団
第
三
部
）、

安
藤
龍
哉
、
奥
村
陽
市
、
渡
辺
直

之
、
渡
辺
優
一
、
飯
田
義
康
（
第

一
分
団
第
四
部
）、
奥
村
俊
、
丹

羽
泰
成
、
山
本
益
実
、
大
竹
克
典
、

日
比
野
将
也（
第
二
分
団
第
一
部
）、

宮
島
智
之
、
土
田
貴
政
、
宮
島
佳

宏
、
本
田
貴
也
、
吉
澤
達
哉
（
第

二
分
団
第
二
部
）
、
三
品
幸
人
、

西
川
直
樹
、
服
部
喜
久
夫
、
纐
纈

正
憲
、
大
澤
慶
幸
（
第
二
分
団
第

三
部
）、
金
子
和
樹
、
上
田
貴
英
、

梁
川
秀
和
、
兼
松
孝
治
（
第
二
分

団
第
四
部
）、
中
島
浩
、
山
田
多

聞
、
濱
久
（
第
三
分
団
第
一
部
）、

浅
井
忍
、
土
田
英
雅
、
土
田
幹
治
、

吉
田
崇
了
、
木
原
秀
介
（
第
三
分

団
第
二
部
）、
伊
藤
高
行
、
小
深

田
雅
也
、
吉
川
大
輔
、
大
塚
守
、

松
井
繁
憲
（
第
三
分
団
第
三
部
）、

水
野
真
澄
、
田
口
雅
之
、
無
笹
勝

義
、
荒
川
敬
介
、
尾
関
信
也
（
第

三
分
団
第
四
部
）
、
星
野
昌
高
、

高
木
教
充
、
内
藤
光
俊
、
金
子
勝
、

奥
村
裕
樹
（
第
四
分
団
第
一
部
）、

近
藤
浩
一
郎
、
可
児
一
博
、
安
在

義
治
、
佐
野
佑
司
、
加
知
聡
、
鈴

木
隆
行
（
第
四
分
団
第
二
部
）
、

加
藤
政
敏
、
続
木
健
司
、
瀬
井
秀

明
、
三
輪
千
尋
、
斉
藤
文
和
（
第

四
分
団
第
三
部
）

見事なはしご乗りを披露する南消防署員

可児川を赤・黄・緑に染める勇壮な一斉放水
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平
成
十
四
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
県

民
税
の
申
告
の
受
け
付
け
を
、
二
月
十
七
日
（
月
）

か
ら
三
月
十
七
日
（
月
）
ま
で
の
一
カ
月
間
、
左

表
の
通
り
行
い
ま
す
。

毎
年
、
申
告
期
間
の
前
半
や
週
の
始
め
に
相
談

が
集
中
し
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
日
程
に
従
っ
て
申
告
を
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
申
告
書
は
郵
送
で
も
提

出
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
還
付
申

告
は
、
二
月
十
七
日
（
月
）
よ
り
前
で
も
多
治
見

税
務
署
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
人
は
、
次
の
場
合
に
該
当
す
る

人
で
す
。

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
人

②
二
カ
所
以
上
か
ら
給
与
な
ど
の
支
払
い
を
受
け

た
人

③
給
与
所
得
者
で
、
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
人

④
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得
が
あ
る
人

⑤
給
与
の
収
入
金
額
（
年
収
）
が
二
千
万
円
を
超

え
る
人

⑥
年
金
所
得
者
で
、
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
る
人

⑦
土
地
な
ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
人

⑧
そ
の
ほ
か
、
申
告
の
必
要
な
所
得
が
あ
る
人

確定申告書の
取り扱いは慎重に

確定申告書は、データを機械で
読み取りますので、次の事項にご
注意ください。
○申告書を折り曲げたり、汚した
り、シールなどを張らないでく
ださい
○源泉徴収票などの添付書類は、
第二表の裏面に添付してくださ
い

所得税の確定申告と、市県民税の申告のシーズンと
なりました。平成14年分の所得の申告が必要な人や
所得税の還付申告をする人は、必要書類を用意して、
２月17日（月）から３月17日（月）までの間に多治
見税務署または申告会場へお出掛けください。
●問合先 同税務署　1０５７２◯22０１０１

または市税務課

相談受付時間 月～金曜日　　　午前９時30分～午後４時
（受け付けは午前９時～）

月　日 相談会場 相　談　対　象　地　区
2／17（月） 総 合 会 館 広眺ケ丘

18（火）
春里連絡所 矢戸、坂戸、室原、長洞
総 合 会 館 石井、大森台

19（水）
春里連絡所 塩、塩河、美里ケ丘
総 合 会 館 羽生ケ丘

20（木）
今渡連絡所 今渡
総 合 会 館 清水ケ丘

21（金）
今渡連絡所 今渡
総 合 会 館 中恵土

24（月）
帷子連絡所 光陽台、虹ケ丘
総 合 会 館 徳野南

25（火）
帷子連絡所 鳩吹台、東帷子
総 合 会 館 禅台寺

26（水）
帷子連絡所 緑、愛岐ケ丘
総 合 会 館 広見

27（木）
帷子連絡所 長坂
総 合 会 館 広見

28（金）
帷子連絡所 若葉台、菅刈、西帷子、帷子新町
総 合 会 館 広見

3／ 3（月） 総 合 会 館 下恵土

4（火）
土田連絡所 土田
総 合 会 館 下恵土

5（水）
土田連絡所 土田
総 合 会 館 下恵土

6（木）
平牧連絡所 羽崎、緑ケ丘
総 合 会 館 下恵土

7（金）
平牧連絡所 二野、松伏、大森、星見台
総 合 会 館 川合

10（月）
桜ケ丘連絡所 桜ケ丘、皐ケ丘、桂ケ丘
総 合 会 館 川合、川合北

姫治連絡所
下切、今、谷迫間、北姫ニュータウン、

11（火） 姫ケ丘、みずきケ丘
総 合 会 館 全域

12（水）
久々利連絡所 久々利、柿下、久々利柿下入会、小滝苑
総 合 会 館 全域

13（木）
広見東連絡所 瀬田、柿田、平貝戸、渕之上、石森、しらさぎ
総 合 会 館 全域

14（金） 総 合 会 館 全域
17（月） 総 合 会 館 全域

※相談対象地区の日程で都合が合わない場合は、ほかの日で相談を受けてください。
※土曜日、日曜日の申告相談は行いません。

申 告 相 談 日 程

申告は正しく 期限内に 



3月

17
月曜日
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申
告
に
必
要
な

も
の
は
何
で
す
か

申
告
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

○
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
で
な
い
も
の
）

○
営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
が
あ
っ
た
人
は
、

収
入
や
必
要
経
費
を
計
算
し
た
収
支
内
訳
書
、
ま

た
不
動
産
所
得
が
あ
っ
た
人
は
、
賃
貸
料
や
必
要

経
費
を
計
算
し
た
収
支
内
訳
書
（
い
ず
れ
も
減
価

償
却
資
産
の
あ
る
人
は
、
前
年
の
申
告
額
、
ま
た

は
取
得
価
額
が
分
か
る
も
の
）

○
給
与
、
年
金
の
所
得
が
あ
っ
た
人
は
、
会
社
や
社

会
保
険
庁
、
公
的
年
金
基
金
な
ど
の
発
行
し
た
源

泉
徴
収
票

○
生
命
保
険
・
損
害
保
険
契
約
に
基
づ
く
一
時
金
、

満
期
返
戻
金
を
受
け
取
っ
た
場
合
は
、
そ
の
支
払

金
額
、
掛
け
金
の
分
か
る
も
の

○
報
酬
、
配
当
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人
は
、
支
払

金
額
の
分
か
る
支
払
調
書

○
土
地
な
ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
っ
た
人
は
、
売
買
契

約
書
と
必
要
経
費
の
領
収
書

○
国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

は
、
支
払
金
額
の
分
か
る
も
の

○
生
命
保
険
料
、
簡
易
保
険
料
、
損
害
保
険
料
を
支

払
っ
た
人
は
、
そ
の
証
明
書

○
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る
人
は
、
配
偶
者
の
平

成
十
四
年
中
の
所
得
金
額
が
分
か
る
も
の

○
障
害
の
あ
る
人
は
、
障
害
者
手
帳

○
勤
労
学
生
控
除
を
受
け
る
人
は
、
そ
の
証
明

○
医
療
費
控
除
や
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
る
人
は
、『
広
報
か
に
一
月
十
五
日
号
』
で
お

知
ら
せ
し
た
書
類

所
得
が
な
い
の
に
市
県
民
税
の

申
告
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
が

平
成
十
四
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
、
扶
養

控
除
や
配
偶
者
控
除
、
基
礎
控
除
な
ど
の
所

得
控
除
の
合
計
金
額
以
下
の
人
や
、
所
得
が
な
い
人

な
ど
に
も
申
告
書
を
送
付
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
所
得
証
明
書
を
発
行
す
る
場
合
な
ど
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
も
内
容
を
記
入
の

上
、
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、所
得
税
で
は
対
象
に
な
ら
な
い
控
除
で
も
、

市
県
民
税
で
は
控
除
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

申
告
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人
で
、
申
告
書
が
な
い
人
は
、
市

税
務
課
ま
た
は
各
申
告
会
場
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す
れ
ば
、
市
県
民

税
の
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

税
金
の
納
付
に
口
座
振
替
を

利
用
し
た
い
の
で
す
が

市
税
の
納
付
に
は
口
座
振
替
、
所
得
税
に
は

振
替
納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、

納
期
ま
た
は
振
替
指
定
日
に
、
指
定
し
た
預
金
口
座

か
ら
自
動
的
に
納
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
納
税
の
た
め
に
わ
ざ

わ
ざ
金
融
機
関
へ
出
掛
け
る
な
ど
の
手
間
を
掛
け
ず
、

確
実
に
納
付
で
き
ま
す
。

所
得
税
の
振
替
納
税
は
、
確
定
申
告
書
に
依
頼
書

を
添
え
て
申
し
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
申
告

の
際
に
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の
と
通
帳
印
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

248

19

248

19

至可児 

至小牧IC

多治見IC

至春日井 

多治見駅 

GS

多治見市 
文化会館 

JR中央線 

至土岐 

中央自動車道 至土岐IC

多治見税務署 

多治見税理士会館 
（多治見市音羽町4-25） 

税
務
署
は
、
原
則
と
し
て
職
員
に
よ
る
代
書

は
行
わ
ず
、
職
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
納
税

者
自
身
で
申
告
書
を
作
成
す
る
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

自
営
業
の
人
へ

昨
年
と
同
様
に
、
自
営
業
の
人
の
申
告
相
談

は
、
多
治
見
税
務
署
お
よ
び
多
治
見
税
理
士
会

館
の
無
料
税
務
相
談
所
（
二
月
二
十
四
日
（
月
）

〜
三
月
七
日
（
金
）
土
・
日
曜
日
休
み
）
で
行

い
ま
す
。
市
内
の
申
告
会
場
で
は
行
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
収
支
内
訳

書
・
申
告
書
が
自
分
で
作
成
済
み
の
人
は
、
市

内
の
会
場
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

土
地
・
建
物
な
ど
を
売
却
さ
れ
た
人
へ

平
成
十
四
年
中
に
土
地
・
建
物
な
ど
を
売
却

さ
れ
譲
渡
所
得
の
あ
っ
た
人
も
、
申
告
と
納
税

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
申
告
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
人
は
、
申
告
期
間
中
に
多
治

見
税
務
署
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

多
治
見
税
務
署
か
ら
の
お
願
い

●問合先
多治見税務署個人課税第１部門
（〒507－8706 多治見市音羽町１－35）

1０５７２◯22０１０１

所得税と市県民税 

申告は正しく 期限内に ～

2月

17
月曜日

ＱＱＡＡ

ＱＱＡＡＱＱＡＡ
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前
納
報
奨
金
制
度
を
廃
止

市
は
、
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

と
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納

付
に
つ
い
て
、
第
一
期
の
納
期
限
内

に
年
税
額
の
全
額
を
一
括
し
て
納
め

た
場
合
に
交
付
し
て
い
た
「
前
納
報

奨
金
」
の
制
度
を
、
税
の
公
平
な
負

担
を
図
る
た
め
、
十
五
年
度
か
ら
廃

止
し
ま
す
。

現
在
口
座
振
替
で
前
納
し
て
い
る

人
で
、
期
別
納
付
に
切
り
替
え
を
希

望
す
る
場
合
は
、
三
月
三
十
一
日

（
月
）
ま
で
に
依
頼
す
る
口
座
の
あ

る
金
融
機
関
の
各
本
支
店
ま
た
は
郵

便
局
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

土
地
・
家
屋
帳
簿
縦
覧
な
ど

十
五
年
度
か
ら
、
固
定
資
産
税
の

縦
覧
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す
。
新
し

い
制
度
で
は
、
土
地
価
格
等
縦
覧
帳

簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を

縦
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
帳
簿
に
は
土
地
・
家
屋
の
所

在
や
価
格
な
ど
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、

縦
覧
に
よ
り
納
税
者
が
自
己
の
土
地

や
家
屋
の
価
格
と
、
市
内
の
他
の
土

地
や
家
屋
の
価
格
を
比
較
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。縦
覧
は
無
料
で
す
。

な
お
、写
し
の
交
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
縦
覧
期
間

４
月
１
日
（
火
）
〜

４
月
30
日
（
水
）（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

●
縦
覧
で
き
る
人

可
児
市
内
の
土

地
ま
た
は
家
屋
の
固
定
資
産
税
納

税
者

●
持
参
す
る
物

○
本
人
が
縦
覧
す

る
場
合
は
、
本
人
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証

な
ど
）

○
代
理
人
が
縦
覧
す
る

場
合
は
、
委
任
状
と
代
理
人
自
身

を
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
な
ど
）

●
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
●
場
所

市
役
所
税
務
課

課
税
台
帳
の
閲
覧

十
五
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台
帳

（
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
課

税
基
礎
と
な
る
価
格
等
が
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
）
に
つ
い
て
は
、
四
月
一

日
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
が
、
十
五
年

度
か
ら
所
有
者
の
他
に
借
地
人
・
借

家
人
な
ど
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
借
地
人
に
つ
い

て
は
当
該
土
地
、
借
家
人
に
つ
い
て

は
当
該
土
地
お
よ
び
家
屋
の
み
で
す
。

（
閲
覧
は
無
料
、
写
し
は
一
枚
三
百

円
）ま

た
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
事
項
の
証
明
を
取
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。（
一
枚
三
百
円
）

●
持
参
す
る
物

○
所
有
者
本
人
が

閲
覧
す
る
場
合
は
、
本
人
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
な
ど
）

○
借
地
人
・
借

家
人
が
閲
覧
す
る
場
合
は
、
権
利

関
係
を
示
す
書
面
な
ど
と
、
自
身

を
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
な
ど
）

○
管
理
人
な
ど
が
閲

覧
す
る
場
合
は
、
裁
判
所
に
よ
る

選
任
書
な
ど
と
、
管
理
人
自
身
を

確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証

な
ど
）

●
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
●
場
所

市
役
所
税
務
課

市
税
の
減
免

市
民
税

個
人
の
市
県
民
税
は
、
災
害
で
居

住
用
の
住
宅
に
損
害
を
受
け
た
場
合
、

軽自動車・原動機付自転車など

廃車・譲渡は届け出を
軽自動車や原動機付自転車、自動二輪車、小型

特殊自動車（農耕作業車など）を所有している人

には、毎年４月１日を基準に軽自動車税が課税さ

れます。それらの車両をすでに持っていない人で、

廃車または譲渡の手続きが済んでいない人は、早

めに行ってください。

なお、軽自動車税には月割り制度がありません。

４月２日以降に手続きをしても、全額納めていた

だくことになりますのでご注意ください。

また最近、原動機付自転車の盗難が増えていま

す。保管には十分注意して、万が一被害に遭った

ときは警察署へ盗難届を提出し、税務課へも届け

出てください。

●届出・問合先

車　　　種 届 出 場 所
原動機付自転車
（125㏄以下のバイク） 市役所税務課
小型特殊自動車

軽自動車検査協会岐阜事務所
軽自動車 （羽島郡柳津町大字高桑字立野
（三輪・四輪のもの） ３２７４‐１）

1０５８（２７９）１１３４

二輪車
中部運輸局岐阜運輸支局

（125㏄を超えるバイク）
（岐阜市日置江２６４８‐１）
1０５８（２７９）３７１１

平成15年度から、前納報奨金制度が廃止になり、固定資産税の縦覧制度などが新しくなります。

また、市税の減免についても一部変更になりますのでお知らせします。

一 部 変 更 に
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生
活
が
著
し
く
困
窮
し
て
納
税
が
困

難
な
場
合
な
ど
の
救
済
措
置
と
し
て
、

徴
収
猶
予
や
納
期
限
の
延
長
、
減
免

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

法
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
、
十
五

年
度
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
後
三

年
間
に
限
り
、
収
益
事
業
を
行
う
も

の
に
対
し
て
も
、
収
益
事
業
に
係
る

計
算
上
益
金
の
額
が
損
金
の
額
を
超

え
な
い
場
合
に
は
、
全
額
を
減
免
し

ま
す
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
資
産
が
、
災
害
な
ど
で
価
値
が
著

し
く
減
少
し
た
場
合
や
、
生
活
が
著

し
く
困
窮
し
て
い
る
場
合
な
ど
の
救

済
措
置
と
し
て
、
徴
収
猶
予
や
納
期

限
の
延
長
、
減
免
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

十
五
年
度
か
ら
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
特
別
障
害
者
が
所
有
す
る
居

住
用
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
が
、

従
来
の
二
分
の
一
か
ら
全
額
減
免
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
な
ど
が
所
有
す
る

居
住
用
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
の

減
免
に
つ
い
て
は
、
所
得
要
件
な
ど

が
変
更
に
な
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容

な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

税
務
課

自
動
車
税
と
軽
自
動
車
税

身
体
や
精
神
に
障
害
を
持
つ
人
の
日
常
生
活
に
お
い
て
、
障
害
を
克
服
し
、

健
全
な
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
自
動
車
税
と
軽
自
動
車
税
の

減
免
申
請
の
受
け
付
け
を
左
表
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

な
お
、
障
害
者
一
人
に
つ
き
一
台
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

自　動　車　税 軽　自　動　車　税
４月１日現在、身体障害者等（１８歳未満の障害者または精神障害者等の場合は生計
を共にする人）が所有する自動車などで、本人または本人と生計を共にする人（障害
者のみの世帯の場合は常時介護者）が、身体障害者等の通学、通院、通所、生業のた
めに使用するもの、または構造上障害者等の利用に供するための自動車など
※障害の範囲に制限があります。

対　　象

３月３日（月）～５月26日（月）
（土・日曜日、祝日を除く）

※構造減免の場合は４月１日（火）から。

３月３日（月）～５月26日（月）
（土・日曜日、祝日を除く）受付期間

午前８時30分～午後５時15分 午前８時30分～午後５時受付時間
岐阜県自動車税事務所（岐阜市日置江）
東濃県税事務所（多治見市上野町）
中濃県税事務所（美濃市生櫛）
※県税事務所では一部の取り扱いができない場合
がありますので事前にお問い合わせください。

市役所税務課受付場所

必要な物

税 務 課 か ら の お 知 ら せ

市税の制度が

新規申請の場合
①身体障害者手帳、戦傷病者手帳、
療育手帳または精神障害者保健
福祉手帳
②運転免許証（両面コピー可）
③自動車検査証（コピー可）
④印鑑（認印でよい）
⑤減免申請書（窓口にあります）

継続申請の場合
市役所から継続申請用の書類が
送付されますので、必要事項を記
入の上返送してください

継続申請の場合は事務処理の
都合上、可能な限り４月４日
（金）までに返送してください

問合先 市役所　税務課

岐阜県自動車税事務所　課税第一係
1０５８（２７９）３７８１
東濃県税事務所　徴収係
1０５７２○23１１１１（代）
中濃県税事務所　収納係
1０５７５○33４０１１（代）

新規申請の場合
①身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳また
は精神障害者保健福祉手帳
②運転免許証（両面コピー可）
③自動車検査証（原本）
④印鑑（認印でよい）
⑤減免申請書（県税事務所窓口にあります）
⑥生計同一証明書（身体障害者と生計を共にする
人が運転する場合）
⑦常時介護証明書（常時介護者が運転する場合）

県税臨時窓口について
可茂総合庁舎（美濃加茂市古井町）に臨時

窓口を開設します。ご利用ください。
●期日 ３月７日（金）、３月12日（水）、

４月23日（水）、５月21日（水）
●時間 午前10時～午後４時

継続申請の場合
自動車税事務所から継続申請用のハガキが送付
されますので、必要事項を記入の上返送してくだ
さい
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幻想的にイルミネーションされた通り（上）とたこなどが
飾られた窓（下恵土）

〈材 料〉６人分 サトイモ……………500ｇ
ジャガイモ…………400ｇ
ニンジン……………100ｇ
シメジ………………200ｇ
ツナ缶………………185ｇ
かたくり粉 ………… 48ｇ
しょうゆ …………大さじ２
塩 ……………小さじ１／２
コショウ ………………少々
揚げ油 …………………適量
ポン酢 …………………少々
ブロッコリー………180ｇ
プチトマト…………100ｇ

手軽にできて、子ども
にも喜ばれます。

おすすめ

サトイモのコロッケ

田口弥生さん
（東広見・食生活改善推進員）

私の自慢料理 70

作
り
方

①
サ
ト
イ
モ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
輪
切

り
に
し
て
蒸
す

②
①
の
皮
を
む
き
つ
ぶ
し
、
サ
ト
イ

モ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
混
ぜ
合
わ
せ

て
、
塩
、
コ
シ
ョ
ウ
す
る

③
ニ
ン
ジ
ン
、
シ
メ
ジ
を
み
じ
ん
切

り
に
し
て
、
ツ
ナ
缶
と
一
緒
に
炒

め
る

④
②
と
③
を
混
ぜ
て
形
を
整
え
る

⑤
か
た
く
り
粉
を
付
け
て
油
で
揚
げ

る
⑥
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
ゆ
で
て
、
プ
チ

ト
マ
ト
と
と
も
に
皿
に
盛
り
付
け

る
⑦
た
れ
に
ポ
ン
酢
を
用
意
す
る

去
年
の
十
二
月
に
さ
く
ら
が
お
か

と
み
ず
き
が
お
か
と
下
恵
土
へ
、
家

族
で
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
家
中
を
電

き
ゅ
う
で
か
ざ
っ
た
も
の
や
、
庭
の

木
を
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
し
て
、

星
や
サ
ン
タ
や
ト
ナ
カ
イ
を
か
ざ
っ

た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
電
き
ゅ
う

は
、
青
や
黄
や
緑
色
に
ピ
カ
ピ
カ
し

て
カ
ラ
フ
ル
で
き
れ
い
で
し
た
。
近

所
の
家
と
ま
と
ま
っ
て
か
ざ
っ
て
あ

る
と
、
ま
る
で
〝
ゆ
め
の
世
界
〞
の

よ
う
で
し
た
。
子
ど
も
か
ら
お
年
よ

り
ま
で
楽
し
め
る
の
で
、
今
年
は
お

じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
と
も
い
っ
し
ょ
に

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
、
わ
た
し
が
住
ん
で
い
た
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
公
園
の
木
が
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
、
町
全
体
が

光
に
つ
つ
ま
れ
て
と
て
も
き
れ
い
で

し
た
。
可
児
市
で
も
、
ふ
つ
う
の
家

だ
け
で
な
く
市
役
所
や
公
民
館
、
け

い
さ
つ
に
も
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

し
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
そ

う
し
た
ら
可
児
市
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
よ
り
も
っ
と
に
ぎ
や
か
で
、
み

ん
な
の
楽
し
め
る
美
し
い
町
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ク

リ
ス
マ
ス
が
終
わ
っ
て
も
一
月
十
三

日
ま
で
か
ざ
っ
て
あ
り
、
た
こ
や
は

ご
板
な
ど
お
正
月
ら
し
い
も
の
が
あ

ら
わ
れ
、
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

子
ど
も
ワ
ク
ワ
ク
探
偵
団

●
井
藤
亜
美
さ
ん
（
広
見
小
三
年
）

ワ
ク
ワ
ク
探
偵
団
レ
ポ
ー
ト
16
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イ
ラ
ス
ト 

大
募
集 

イ
ラ
ス
ト 

大
募
集 

あて先 
広見一丁目１番地 広報かに「イラスト係」 

ありがとう 
ございました 

み
な
さ
ん
の 

善
意 

次
の
皆
さ
ん
か
ら
浄
財
な
ど
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

●
社
会
福
祉
に

可
児
市
赤
十
字
奉
仕
団
、
可
児

地
区
更
生
保
護
婦
人
会
、
可
児

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、（
株
）

日
比
野
ス
ポ
ー
ツ
、
白
鳥
美
津

子
、
平
牧
公
民
館
秋
の
イ
ベ
ン

ト
出
店
団
体
、
可
児
市
社
会
福

祉
事
業
協
力
会
、
可
児
福
音
教

会
、
桜
ケ
丘
幼
稚
園
、
東
明
小

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
、

奥
村
豊
浄
喜
会
、
富
士
カ
ン
ト

リ
ー
可
児
ク
ラ
ブ
イ
ン
タ
ー
ク

ラ
ブ
選
手
会
一
同
、
日
陽
会
、

杏
の
会
、
第
４
回
富
士
可
児
チ

ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
参
加

者
一
同
、
西
村
廣
保
、
可
児
市

民
吹
奏
楽
団
、
鳩
吹
台
中
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、（
株
）キ
ン
グ

印
刷
紙
工
、
か
に
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
会
、
日
下
部
そ
よ
子
、

林
里
奈
、
帝
京
大
学
可
児
高
等

学
校
中
学
校
生
徒
会
、
関
西
電

力
点
灯
む
し
倶
楽
部
、
石
田
電

気
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｍ
杯
、
一
可
八

可
、
村
瀬
東
洋
子
、
ま
る
な
か

酒
店
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー

ル
Ｌ
ｅ
ｔ
’Ｓ
、
肥
田
栄
久

●
交
通
遺
児
に

可
児
安
全
運
転
管
理
部
会
青
年

部
●
外
国
人
高
齢
者
福
祉
に

可
児
遊
技
業
組
合

佐
光
千
代
子
（
下
恵
土
）

か
や
ぶ
き
の
一
茶
の
生
家
天
高
し

伊
藤
由
紀
子
（
二
野
）

冬
霞
山

が
す
み

の
喫
茶
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー

中
村
裕
子
（
下
恵
土
）

と
ろ
と
ろ
と
己お

の

れ
引
き
づ
り
穴
惑ま

ど
い

小
笠
原
倫
子
（
若
葉
台
）

暖
炉
の
火
大
き
く
な
り
て
聖
歌
隊

北
村
貞
子
（
光
陽
台
）

尼
さ
ま
の
自
転
車
小
ぶ
り
暮
早
し

加
藤
明
美
（
長
坂
）

寒
柝

か
ん
た
く

の
子
ら
の
足
音
揃そ

ろ

ひ
け
り

世
古
英
一
（
土
田
）

学
校
は
坂
の
上
な
り
息
白
し

身
近
な
話
題
を
、
市
政
情
報
課

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

俳
句

岬
雪
夫
選

s
阿
部
い
つ
か
（
広
眺
ケ
丘
）

s
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｏ
（
光
陽
台
）

s
ひ
ろ
ぴ
ょ
ん
（
西
帷
子
）

「
雨
や
雪
が
降
る
と
つ
ら
い
け
れ
ど
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
は
楽
し
く
て
や
め
ら
れ
な
い
。
歩
い
て

み
て
初
め
て
分
か
る
道
の
風
景
も
感
動
し
ま

す
」
と
話
す
小
澤
さ
ん
。
三
年
前
に
新
聞
記
事

で
知
っ
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
参
加
し
て
か

ら
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
と
り
こ
に
な
り
、
地
元

は
も
ち
ろ
ん
、
愛
知
県
、
福
井
県
な
ど
東
海
・

北
陸
地
方
の
大
会
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

大
会
で
は
平
均
し
て
二
十
か
ら
三
十
キ
ロ
、

長
い
も
の
で
は
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
き
ま

す
。
そ
の
体
力
を
維
持
す
る
た
め
、
ま
た
健
康

の
た
め
に
も
、
土
・
日
曜
日
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

に
出
掛
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

「
開
催
地
の
食
べ
物
、
イ
ベ
ン
ト
や
美
術
館

な
ど
を
訪
れ
る
こ
と
も
楽
し
み
。
東
海
・
北
陸

だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
遠
方
で
の
大
会
に
も
参

加
し
た
い
。
足
跡
以
外
は
残
さ
な
い
と
い
う
精

神
で
頑
張
り
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

どこへでも歩きに行きたい
●小澤清さん（長坂・66歳）

若いモンには負けとれん 31
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見事なステージングで観客を魅了するアマチュアバンド

「誓いのことば」を述べた荘加真子さん（左）と
平山幸人さん

晴れの舞台で懐かしい
友人たちと記念撮影
（上）

記念イベントでは、中
学時代の恩師が登場

１月13日、成人式が文化創造センターで行われ、

1,042人の新成人が出席しました。

式は、新成人の代表者たちが企画や司会などの進行

も務める手作りで、来賓からのお祝いや激励の言葉の

後、新成人全員で、成人を迎えた決意をキャンドルの

光の中で誓いました。

式典の後は、中学校生活の思い出やその当時の社会

の出来事をつづったビデオが流され、中学時代の恩師

が登場すると、会場からは歓声が上がり当時を懐かし

み和やかな雰囲気に包まれました。

終了後は、久しぶりに再会した友人と談笑したり写

真を撮ったりと、新たな門出を祝いました。

仲間とともに　新たな誓い

“ヤングミュージックフェスタ２００３”が１

月18日、文化創造センターで開催されました。

これは若者を中心とした音楽活動を盛り上げよ

うと毎年行われているコンサートで、今年は市内

外から13のアマチュアバンドが出演。ロックやポ

ップス、フォーク、フュージョンなど個性いっぱ

いのステージが繰り広げられ、会場は熱気に包ま

れていました。

また、第２部ではJAYWALKのライブが開催さ

れ、観客は拍手をしたり口ずさんだりと演奏に酔

いしれていました。

若い情熱をリズムに
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毎年恒例の元旦登山が鳩吹山と浅間山で行

われ、約2,000人が参加しました。

当日は絶好の天候に恵まれ、参加者たちは

暗い登山道を白い息を吐きながら登り始め、

山頂で日の出を待ちました。

午前７時すぎ、雲のすき間から光を放ちな

がら太陽が顔を出すと、歓声を上げる人、手

を合わせる人、携帯電話で写真を撮る人など、

誰もが、初日の出の光を浴びてさわやかな元

日の朝を迎えました。

初日の出に感激

２月13日まで、図書館本館では「年の始めの

ご挨拶
あいさつ

展」が開催されています。

これは、市内外から応募があった自薦、他薦

を合わせた約900通の年賀状を展示しています。

展示されている作品は、えとのひつじの水彩画

や版画などどれも心のこもった手作りで、力作

ばかり。

訪れた見学者は、小さなキャンパスに描かれ

た、“年の始めのご挨拶”に見入っていました。

いきな年始のごあいさつ

１月11日、市内の３カ所の児童センターで、

書き初め大会が行われました。

参加した293人の小学生たちは、学年ごとに

決められた題の見本を見ながら、真剣な目差

しで、慎重に筆やペンを走らせていました。

子どもたちは書き上げると、完成した作品を

友達と見せ合いながら満足そうに眺めていま

した。

提出された作品は、審査により特選が24点、

入選が45点選ばれ、学校を通して賞状が贈ら

れます。

一筆一筆真剣に

どの作品も工夫を凝らして見事な出来栄え

真剣な表情で書き初めをする子どもたち（広見児童センター）

初日の出を鳩吹山山頂から眺める登山者たち
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福
祉
芸
術
祭
―
―
―
―
―
―
―
―
―

身
障
者
の
舞
台
を

市
は
第
９
回
福
祉
芸
術
祭
と
し
て
、

身
体
障
害
者
が
自
ら
演
出
し
演
じ
る
、

劇
団
「
態
変
」
の
舞
台
公
演
を
開
催

し
ま
す
。
身
体
障
害
者
な
ら
で
は
の

表
現
力
を
駆
使
し
た
舞
台
で
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
期
日

２
月
23
日
（
日
）

●
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

（
午
後
１
時
開
場
）

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
内
容

舞
台
公
演
「
マ
ハ
ラ
バ
伝

説
」

●
入
場
料

無
料

●
問
合
先

福
祉
課

催
し

在宅介護支援センター

いきいき教室（調理編）を開催
市内の在宅介護支援センターは、脳こうそくや痴
ほうを予防するため、血液をサラサラにする食材を
使って料理をするいきいき教室を開催します。
●期日 ２月21日（金）
●時間 午前10時～午後１時30分
●場所 春里公民館
●定員 25人
●参加費 500円
●申込・問合先 各在宅介護支援センター（春里苑
1◯61１１２２　サンビュー可児1◯25２２７７　花
トピア可児1◯56０１６１　市社協1◯61２５２５）

環
境
フ
ェ
ス
タ
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

可
児
市
環
境
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員

会
は
、
「
第
３
回
環
境
フ
ェ
ス
タ
」

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
可
児
川

の
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す
。
拾
っ
た

ご
み
は
、
３
月
２
日
（
日
）
に
広
見

公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア
で
開
催
す
る
環

境
フ
ェ
ス
タ
に
展
示
し
、
結
果
を
報

告
し
ま
す
。

●
期
日

２
月
22
日
（
土
）
小
雨
決

行
（
雨
天
の
場
合
は
翌
日
23
日

（
日
）
に
順
延
）

●
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
零
時
15

分

●
集
合
時
間
と
場
所

午
前
９
時
ま

で
に
市
役
所
、
中
恵
土
公
民
館
、

可
児
川
苑
（
坂
戸
）
の
い
ず
れ
か

に
集
合
（
申
込
受
付
後
に
集
合
場

所
と
清
掃
範
囲
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
）

●
内
容

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
清

掃
活
動
を
行
い
、
拾
っ
た
ご
み
を

種
類
ご
と
に
集
計
。
終
了
後
、
市

役
所
に
集
合
し
て
報
告
会
な
ど
を

行
う
（
清
掃
活
動
の
み
の
参
加
も

可
能
で
す
）

●
持
ち
物

汚
れ
て
も
い
い
服
装
と

昨年行われ
た可児川の
清掃（上）
と市役所で
の分別作業

靴
、
手
袋
や
道
具
な
ど
は
各
自
で

持
参
（
ご
み
袋
は
用
意
し
ま
す
）

●
申
込
締
切

２
月
17
日
（
月
）

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴
）

※
当
日
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま

す
が
、
清
掃
箇
所
の
指
定
な
ど
の

準
備
の
都
合
上
、
な
る
べ
く
事
前

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
中
止
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
は
、
当
日
午
前
８
時
以
降
に
市

役
所
へ
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先

環
境
課

国 道 

248
ROUTE

戸走橋 可児川苑 

市役所 
（報告会会場） 

中恵土公民館 

名
鉄
広
見
線
 

石森橋 

戸走橋 可児川苑 

市役所 
（報告会会場） 

中恵土公民館 

石森橋 

可児川清掃予定区域図

※河川の状況などにより清掃範囲は変わります。

「マハラバ伝説」2002年２月伊丹アイホール
写真：福永幸治（スタジオエポック）

－可児川

■清掃予定区域
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児
童
セ
ン
タ
ー
―
―
―
―
―
―
―
―

移
動
児
童
館
に
集
ま
れ

児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
子
ど
も
た
ち

に
日
ご
ろ
で
き
な
い
遊
び
を
体
験
し

て
も
ら
う
た
め
、
移
動
児
童
館
を
開

催
し
ま
す
。

●
期
日

２
月
22
日
（
土
）

●
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所

川
合
公
民
館

●
内
容

○
つ
く
っ
ち
ゃ
お
う
＝
プ

ラ
板
工
作
、
ペ
ッ
ト
け
ん
玉
、
カ

ラ
フ
ル
こ
ま
づ
く
り
　
○
わ
く
わ

く
チ
ャ
レ
ン
ジ
＝
か
え
る
が
ピ
ョ

ン
、
く
だ
も
の
ア
ラ
カ
ル
ト
　
○

み
ん
な
あ
つ
ま
れ
＝
人
形
劇
、
巨

大
オ
セ
ロ
が
え
し
な
ど

●
持
ち
物

室
内
用
の
履
物

●
問
合
先

各
児
童
セ
ン
タ
ー
（
広

見
1
◯62
３
３
４
０
、
帷
子
1
◯65
７

１
１
１
、桜
ケ
丘
1
◯64
４
０
０
１
）

可
児
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
―

渡
辺
哲
雄
さ
ん
を
迎
え
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
コ

ラ
ム
「
老
い
の
風
景
」
を
日
刊
紙
に

掲
載
し
て
い
る
渡
辺
哲
雄
さ
ん
を
迎

え
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日

２
月
19
日
（
水
）

●
時
間

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

●
演
題

母
の
老
い
支
度

●
対
象
者

市
内
在
住
で
お
お
む
ね

56
歳
以
上
の
人

●
入
場
料

無
料

●
申
込
・
問
合
先

同
セ
ン
タ
ー

1
◯63
５
８
１
１

岐
阜
社
会
保
険
病
院
―
―
―
―
―
―

市
民
公
開
講
座
を
開
催

岐
阜
社
会
保
険
病
院
は
、
市
民
公

開
講
座
と
し
て
、「
地
域
に
密
着
し

た
病
院
を
め
ざ
し
て
」
を
開
催
し
ま

す
。

●
期
日

２
月
23
日
（
日
）

●
時
間

午
後
１
時
〜
３
時
（
午
後

零
時
30
分
開
場
）

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
内
容

○
第
一
部
（
講
演
）
＝
「
こ

れ
か
ら
の
医
療
」（
講
師（
社
）全
国

社
会
保
険
協
会
連
合
会
副
理
事
長

伊
藤
雅
治
さ
ん
）

○
第
二
部

（
講
座
）
＝
「
病
院
を
知
ろ
う
」

●
入
場
料

無
料

●
問
合
先

同
病
院
1
◯25
３
１
１
３

高
校
通
信
制
課
程
―
―
―
―
―
―
―

生
徒
を
募
集

県
立
華
陽
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高
等
学

校
は
、
高
校
で
の
勉
強
が
実
現
で
き

な
か
っ
た
人
の
た
め
に
、
全
日
制
や

定
時
制
と
同
様
に
高
校
の
卒
業
資
格

が
取
得
で
き
る
、
高
校
通
信
課
程
の

生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

●
学
習
方
法

○
報
告
課
題
＝
自
宅

で
自
学
自
習
を
し
て
レ
ポ
ー
ト
を

提
出
　
○
面
接
指
導
＝
月
に
２
〜

３
回
日
曜
日
に
登
校
し
、
教
科
学

習
や
学
校
行
事
に
参
加
　
○
試
験

＝
年
に
２
〜
３
回
の
定
期
テ
ス
ト

●
学
費

教
科
書
な
ど
を
含
め
年
４

万
円
程
度

●
入
学
資
格

中
学
校
卒
業
な
い
し

は
そ
れ
と
同
等
の
資
格

●
入
学
方
法

面
接
と
小
論
文
・
基

礎
テ
ス
ト
に
よ
り
入
学
を
許
可

●
出
願
方
法

出
願
者
が
同
校
に
持

参
●
出
願
期
間

３
月
４
日
（
火
）
〜

３
月
28
日
（
金
）（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

●
資
料
・
願
書
請
求

返
信
用
切
手

代
１
４
０
円
分
を
同
校
（
〒
５
０

０
‐
８
２
８
６
岐
阜
市
西
鶉
６
‐

69
）
に
送
る

●
問
合
先

同
校
通
信
制
課
程

1
０
５
８
（
２
７
５
）
７
１
８
５

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
―
―
―
―
―

体
力
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か

市
体
育
連
盟
は
、
ウ
エ
ー
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
場
内
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
た
め
の
、
講

習
会
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時

●
場
所

ウ
エ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

場
（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者

高
校
生
以
上
の
人
（
子

ど
も
連
れ
の
参
加
は
不
可
）

●
定
員

各
15
名
（
先
着
順
）

●
持
ち
物

運
動
服
、
室
内
靴
、
顔

写
真
（
縦
３
㎝
×
横
２
・
５
㎝
）

●
受
講
料

５
０
０
円

●
申
込
開
始
日

２
月
10
日
（
月
）

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
カ
ー
ド
は
有
効
期

限
内
に
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先

同
連
盟
事
務
局

1
◯62
８
６
０
０

募
集

市政見学バス

市内を巡ってみよう
市は、市政に関心を持っていただくた

め、市内の公共施設を見学する「市政見

学バス」の参加者を募集します。気軽に

参加ください。

●期日 ３月５日（水）

●時間 午前10時～午後４時（午前９時

50分集合）

●集合場所 中恵土公民館

●対象者 一般成人（乳幼児は同伴でき

ません）

●定員 35人（抽選）

●申込締切 ２月14日（金）

●コース

※昼食は各自用意してください。

●申込・問合先 市政情報課

②川合考古資料館 
　川合公民館 

④ささゆりクリーン 
　パーク（塩河） 

③文化創造センター 

①川合浄水場 

◎中恵土公民館 

期
　
　
日

時
　
　
　
間

３
／
２
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

３
／
12
（
水
）

午
後
７
時
〜
９
時

３
／
19
（
水
）

午
前
10
時
〜
正
午

３
／
28
（
金
）

午
後
７
時
〜
９
時
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県
農
業
大
学
校
―
―
―
―
―
―
―
―

野
菜
作
り
を
学
び
ま
せ
ん
か

県
農
業
大
学
校
は
、
開
放
講
座
と

し
て
野
菜
作
り
の
講
習
会
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

２
月
25
日
（
火
）

●
時
間

午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所

県
農
業
大
学
校
（
坂
戸
）

●
内
容

野
菜
作
り
の
基
本

●
定
員

40
人
（
抽
選
）

●
受
講
料

無
料

●
申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
郵
便

番
号
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

は
が
き
（
〒
５
０
９
‐
０
２
４
１

坂
戸
９
３
８
）
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
◯62
１
２
２
７
）
で
同
大
学
校
に

送
る

●
申
込
締
切

２
月
14
日
（
金
）
当

日
消
印
可

※
受
講
が
決
定
し
た
場
合
、
は
が
き

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
合
先

同
大
学
校1

◯62
１
２
２
６

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
―
―
―
―
―

科
学
講
演
会
を
開
催

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
は
、
宇
宙

ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
「
ユ
ニ
バ
ー
ス
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

２
月
23
日
（
日
）

●
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30

分
●
場
所

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド

（
瑞
浪
市
明
世
町
）

●
内
容

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
映
像
に

よ
る
、
太
陽
系
の
姿
や
宇
宙
の
現

象
を
解
説
す
る
宇
宙
ラ
イ
ブ
シ
ョ

ー
●
対
象
者

小
学
３
年
生
以
上

●
定
員

２
０
０
人

●
参
加
費

無
料

●
申
込
日

受
付
中（
月
曜
日
休
館
）

●
申
込
・
問
合
先

サ
イ
エ
ン
ス
ワ

ー
ル
ド
　
1
０
５
７
２
◯66
１
１
５

１
　
Ｅ
メ
ー
ル

sciencew
@

as

tec-gifu.jp

か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会
―
―

不
用
品
を
生
か
そ
う

か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会
は
、

出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

４
月
６
日
（
日
）

●
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

●
場
所

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
・
緑
の

丘
（
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
南
）

●
出
品
物

家
庭
内
の
不
用
品
に
限

る
●
出
店
料

１
ブ
ー
ス
（
２
・
５

ｍ
×
３
ｍ
）
＝
１
０
０
０
円

●
募
集
数

80
ブ
ー
ス
（
抽
選
）

●
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

〒
５
０
９
‐
０
２
０
５
徳
野
南
一

丁
目
33
か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
会
あ
て
に
送
る

●
申
込
締
切

３
月
10
日
（
月
）
必

着
●
問
合
先

同
会
の
藤
田
さ
ん

1
◯62
４
０
１
４

可
児
市
馬
術
協
会
―
―
―
―
―
―
―

馬
に
乗
っ
て
み
よ
う

馬
術
協
会
は
、
馬
に
触
れ
た
り
乗

馬
を
体
験
し
た
り
す
る
教
室
の
生
徒

を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

３
月
２
日
（
日
）

●
時
間

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所

市
馬
事
公
苑
（
海
洋
セ
ン

タ
ー
隣
）

●
コ
ー
ス
と
定
員
（
先
着
順
）

●
申
込
締
切

２
月
23
日
（
日
）

●
申
込
・
問
合
先

同
協
会

1
5
◯61
３
０
４
８

こ
れ
は
、
久
々
利
の
浅
井
家
に
伝
わ
っ
た
「
千
金
丸
（
せ
ん
き
ん
が

ん
）」
と
い
う
薬
の
製
造
法
を
記
し
た
古
文
書
で
す
。

浅
井
家
は
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
年
）、
久
々
利
に
屋
敷
を
構
え

て
い
た
領
主
千
村
家
に
医
師
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
て
以
来
、
代
々
お

抱
え
医
者
と
し
て
仕
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
「
浅
井
家
文
書
」
に
は
、
医
術
や
薬
に
関
す
る
記
録
が
多

く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

製
造
法
に
よ
る
と
、
千
金
丸
に
は
陳
皮
（
ミ
カ
ン
の
皮
）
や
厚
朴

（
ホ
オ
ノ
キ
の
皮
）
な
ど
七
種
の
生
薬
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
何
の

薬
で
あ
っ
た
か
正
確
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
家
に
伝
わ
る
秘
薬

と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
の
古
文
書
に
よ
っ
て
、
製
薬
会
社
も
薬
局
も
無
か
っ
た
時
代
に
は
、

地
元
の
医
者
が
生
薬
な
ど
を
調
合
し
、
処
方
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

●
連
絡
先

市
史
編
さ
ん
室
（
総
合
会
館
分
室
東
棟
・
Ｊ
Ｒ
可
児
駅
西
）

1
◯61
４
６
０
１

市
史
編
さ
ん
室
便
り 

その5

家
伝
の
秘
薬
「
千
金
丸
」

「
千
金
丸
雑
記
」

コース 参加費 定員 備　　考

体　　験
3000円 ５人

馬に触れるの
コ ー ス が初めての人

市の教室を以
ちょっと 前受けたか、
走ってみ 3500円 ３人 何度か馬に乗
るコース ったことがあ

る人
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治
見
―
―
―
―
―

就
職
面
接
会
を
開
催

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治
見
は
、
企
業

と
新
規
学
校
卒
業
者
お
よ
び
一
般
求

職
者
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
、

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日

２
月
18
日
（
火
）

●
時
間

午
後
１
時
〜
４
時
（
正
午

受
付
開
始
）

●
場
所

セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ー
ク
Ｍ
Ｉ

Ｎ
Ｏ
（
多
治
見
市
東
町
）

●
参
加
事
業
所

可
児
市
・
多
治
見

市
・
土
岐
市
・
瑞
浪
市
・
可
児
郡
・

土
岐
郡
の
事
業
所
約
50
社
の
予
定

●
対
象
者

一
般
求
職
者
お
よ
び
15

年
３
月
新
規
学
校
卒
業
者

●
持
ち
物

履
歴
書
を
複
数

※
雇
用
保
険
受
給
者
は
、
雇
用
保
険

受
給
者
証
を
持
参
。

●
問
合
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治
見

1
０
５
７
２
◯22
３
３
８
４

離
職
者
支
援
資
金
―
―
―
―
―
―
―

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

生
計
中
心
者
の
失
業
で
、
生
活
の

維
持
が
困
難
に
な
っ
た
世
帯
に
お
貸

し
す
る
「
離
職
者
支
援
資
金
」
の
貸

付
条
件
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

●
改
正
内
容

※
貸
付
期
間
・
限
度
額
は
従
来
通
り

で
す
。

●
問
合
先

社
会
福
祉
協
議
会

1
◯62
１
５
５
５

司
法
書
士
会
―
―
―
―
―
―
―
―
―

無
料
相
談
会
を
開
催

県
司
法
書
士
会
中
濃
支
部
は
、
司

法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
期
日

２
月
15
日
（
土
）

●
時
間

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所

美
濃
加
茂
市
中
央
公
民
館

（
美
濃
加
茂
市
太
田
町
）

●
内
容

不
動
産
登
記
、
商
業
・
法

人
登
記
、
供
託
、
裁
判
所
な
ど
へ

の
提
出
書
類
作
成

●
申
込
方
法

は
が
き
ま
た
は
封
書

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
相

談
内
容
を
記
入
の
上
、
同
支
部
長

織
部
需
さ
ん
（
〒
５
０
５
‐
０
０

４
１
美
濃
加
茂
市
太
田
町
１
９
７

３
‐
１
）
に
郵
送
す
る
か
、
電
話

で
申
し
込
む

●
申
込
締
切

２
月
12
日
（
水
）（
郵

送
の
場
合
は
13
日
必
着
）

※
時
間
を
か
け
て
お
答
え
す
る
た
め

完
全
予
約
制
で
す
。

●
申
込
・
問
合
先

同
支
部
の
織
部

さ
ん

1
◯25
１
９
１
３

県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
―
―
―
―
―

悩
み
を
抱
え
な
い
で

県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
日
常

生
活
の
中
で
女
性
が
抱
え
る
悩
み
を

解
消
す
る
た
め
、
無
料
で
巡
回
相
談

を
行
い
ま
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
期
日

２
月
24
日
（
月
）

●
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所

総
合
会
館
（
市
役
所
向
か

い
）

●
内
容

夫
婦
間
の
問
題
、
夫
の
暴

力
、
病
気
・
経
済
的
な
問
題
な
ど

●
問
合
先

同
セ
ン
タ
ー

1
０
５
８
（
２
７
４
）
７
３
７
７

再
就
職
希
望
登
録
者
支
援
事
業
―
―

再
就
職
を
応
援
し
ま
す

（
財
）21
世
紀
職
業
財
団
は
、
妊
娠
、

出
産
、
育
児
ま
た
は
介
護
の
た
め
に

退
職
し
た
け
れ
ど
、
将
来
も
う
一
度

就
職
し
た
い
と
い
う
人
の
登
録
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

登
録
す
る
と
「
情
報
紙
」
の
送
付
、

「
セ
ミ
ナ
ー
や
交
流
会
」
の
参
加
、
教

育
訓
練
の
受
講
を
支
援
す
る
「
割
引

券
」
の
発
行
な
ど
、
再
就
職
の
準
備

の
た
め
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

簡
単
な
手
続
き
で
登
録
で
き
、
登

録
料
は
無
料
で
す
。

●
問
合
先

同
財
団
岐
阜
事
務
所

1
０
５
８
（
２
６
６
）
５
０
３
３

２月のごみ・リサイクル資源収集日

中恵土・下恵土・禅台寺・徳野南・
平貝戸・明智・石森・石井

26（水）

27（木）

17（月）

20（木）

19（水）

20（木）

24（月）

27（木）

19（水）

18（火）

14（金）

21（金）

26（水）

25（火）

21（金）

28（金）

今渡・土田

菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・
若葉台・虹ケ丘

東帷子・愛岐ケ丘・長坂・光陽台・
長洞・帷子新町

川合・川合北・谷迫間・清水ケ丘・
日本ランド・美里ケ丘・坂戸・矢戸・
塩・塩河・室原・坂戸台
久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・
羽生ケ丘・瀬田・柿田・しらさぎ・
渕之上

下切・北姫ニュータウン・みずきケ丘・
今・広眺ケ丘・広見

桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・小滝苑・
柿下・大森・松伏・大森台・星見台

案
内

《資源集団回収にご協力を》

※出し方のルール、マナーを守りましょう。

収　集　地　区 金物類・
粗大ごみ

缶･ペットボトル･
トレー資源

期　　日 ２月23日（日）
回収団体 可児市生活学校

瓶、缶、ペットボトル、トレ
回収品目 ー、発泡スチロール、紙類

（新聞と広告は別で縛る）

午前９時～11時の間に
収集時間

総合会館分室駐車場（Ｊ
場　　所

Ｒ可児駅西）へ

２月の税金
固定資産税────４期都市計画税
国民健康保険税──９期介護保険料

※２月28日までに納めま
しょう。

改　　正　　前 改　　正　　後

償 還 期 限
６カ月の据え置き期間 ６カ月の据え置き期間
経過後　５年以内 経過後　７年以内

人数：原則２人 人数：原則１人
条件：県内に在住する 条件：住民税課税条件

連帯保証人 住民税を課税されてい を撤廃
る者（２親等以内であ
れば県外も可）
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こ
と
ば
・
発
達
相
談

●
期
日

毎
週
月
・
火
・
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）

●
時
間

３
時
30
分
〜
５
時

●
場
所

養
護
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
可

児
警
察
署
西
）

※
お
子
さ
ん
の
こ
と
ば
や
発
達
に
つ

い
て
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法

同
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

で
予
約
す
る

1
◯60
０
２
５
５

心
配
ご
と
相
談

●
期
日

２
月
12
日
（
水
）、
18
日

（
火
）、
25
日
（
火
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

行
政
相
談

●
期
日

２
月
14
日
（
金
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

市
役
所
１
階
相
談
室

住
宅
（
建
築
）
相
談

●
期
日

２
月
21
日
（
金
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

市
役
所
１
階
相
談
室

※
耐
震
、
住
宅
性
能
表
示
制
度
、
保

証
制
度
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

人
権
・
登
記
相
談

●
期
日

２
月
14
日
（
金
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

図
書
館
本
館
（
広
見
）

法
律
相
談

●
期
日

２
月
18
日
（
火
）、
25
日

（
火
）

●
時
間

１
時
〜
４
時
（
受
け
付
け

は
２
時
ま
で
）

●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

※
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

青
少
年
の
奉
仕
・
体
験
相
談

●
期
日

２
月
17
日
（
月
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

市
役
所
１
階
相
談
室

発
達
と
教
育
の
相
談
会

●
期
日

２
月
19
日
（
水
）

●
時
間

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所

総
合
会
館
分
室
（
Ｊ
Ｒ
可

児
駅
西
）

●
申
込
方
法

教
育
研
究
所
へ
電
話

で
予
約
す
る

1
◯63
４
８
４
１

母
子
父
子
家
庭
相
談

●
期
日

２
月
25
日
（
火
）

●
時
間

９
時
30
分
〜
正
午

●
場
所

総
合
会
館
（
市
役
所
向
か

い
）

無
料
相
談

３種・２種混合（初回・追加）
●期日と場所 ○２月13日（木）＝

今渡公民館　○２月21日（金）＝広

見東公民館　●受付時間 ２時～２

時30分　●対象者 生後５カ月以上

90カ月未満　○３種＝百日ぜきにか

かったことのない子（３～８週間の

間隔で３回接種） ○２種＝百日ぜ

きにかかったことのある子（４～６

週間の間隔で２回接種）

※初回終了後１年～１年半の間隔で

追加接種を受けてください。

あこがれママ教室
●期日 ○２課＝２月14日（金）

○３課＝２月21日（金） ●受付時

間 ９時20分～９時30分　●場所

保健センター　●内容 ○２課＝妊

婦体操（運動のできる服装、飲み物

を持参）、歯の衛生（歯ブラシ、手

鏡、コップを持参） ○３課＝臨月

からお産、乳房の手当て

保 健  保 健  こども歯みがき相談
●期日 ２月17日（月） ●受付時
間 １時20分～２時　●場所 保健
センター　●対象者 12年10月生ま
れ　●内容 歯科健診、ブラッシン
グ指導、おやつ指導 ●持ち物 母
子手帳、エプロン、タオル、歯ブラ
シ、手鏡、コップ ●申込先 健康
増進課（前日までに）

こども相談
●期日 ２月13日（木） ●受付時
間 ９時～10時30分　●場所 保健
センター　●対象者 乳幼児を持つ
人

離乳食相談
●期日 ２月18日（火） ●受付時
間 ２時～２時15分　●場所 保健
センター　●対象者 離乳期の乳児
を持つ人

乳児健康診査・ツベルクリン
●期日 ２月18日（火） ●受付時
間 １時～１時15分　●場所 保健
センター　●対象者 14年10月１日
～15日生まれ

１歳６カ月児健康診査
●期日 ２月19日（水） ●受付時
間 １時～１時15分　●場所 保健
センター　●対象者 13年７月16日
～31日生まれ

３歳児健康診査
●期日 ２月25日（火） ●受付時
間 １時～１時15分　●対象者 12

年１月16日～31日生まれ ●場所
保健センター

健康講話
●期日 ２月12日（水） ●時間
10時～11時　●場所 可児川苑（坂
戸） ●対象者 60歳以上の人　
●内容 薬の管理

献血
●期日 ２月25日（火） ●時間
10時～４時　●場所 ユニー可児店
（中恵土）
※400ml献血にご協力ください。

母子手帳交付
●期日 毎週金曜日（祝日を除く）
●受付時間 ９時15分～９時30分
●場所 保健センター



21 広報かに 2003.2.1

あ
て
先
：
広
見

一
丁
目1番地広報かに

「み
ん

な
の
え
が
お
係
」

可 児 市 の 人 口 と 世 帯
（１月１日現在）

●人　口……96,422人
（男47,858人、女48,564人）
（先月より103人増、

昨年同月より789人増）

●世帯数…32,870世帯

1 62 5120
1 65 8530
1 64 3473

本 館
帷 子 分 館
桜 ケ 丘 分 館
http://www.tosyokan.kani.gifu.jp/

展示のご案内
●年の始めのご挨拶展
２月13日（木）まで（本館）
●市史編さん資料展（パート２）
２月19日（水）～３月９日（日）（本館）
●心をつむぐ絵手紙展
２月１日（土）～２月27日（木）（帷子分館）
●元気を咲かそ！絵手紙展
２月１日（土）～２月27日（木）（桜ケ丘分館）

おすすめの一冊
『痛快！ローマ学』
著者　塩野七生
出版社　集英社インターナショナル
『ローマ人の物語』の著者である塩野さ
んが書き下ろした、初心者にも分かるロー
マ学解説書です。小国ローマがなぜ普遍帝
国を完成できたのか。ローマ人たちの痛快
な物語を読んで、歴史の面白さを実感して
ください。

『こまったときの神さま大図鑑』
作者　那須正幹　出版社　ＰＨＰ研究所
困ったときに思わずしている神頼み。あ
なたのお願い事に最適最強の神さまを紹介
します。日本をはじめ、ギリシャ、インド、
中国、そのほかアフリカにも、さまざまな
姿かたちの神さまがいます。身近な宗教を
教えてくれる一冊です。

ひまわり号巡回予定表

●日時と場所 ○本館＝毎週土曜日午後
２時～　○帷子分館＝毎週土曜日午後
２時～、第２・４木曜日午前10時30分
～（幼児向け） ○桜ケ丘分館＝毎週
土曜日午前10時30分～
●内容 絵本の読み聞かせ、お話、紙芝
居、本の紹介など

休館日
２月３日(月)、10日(月)、11日(祝)、

17日(月)、24日(月)、28日(金)
３月３日(月)

※２月28日（金）は館内整理日です。

左から天羽たくみくん（６カ月）かいとくん（４歳）みさきちゃん（６カ月・下切）

鳥越そら
くん（８

カ月・土
田） 津江みさきちゃん（１歳・下恵土）

月 日

2/12
（水）

13
（木）

14
（金）

18
（火）

19
（水）

21
（金）

場　　　　　　所
愛岐ケ丘五丁目公園
愛 岐 ケ 丘 中 央 公 園
愛岐ケ丘二丁目バス停
可 児 川 苑
日 本 ラ ン ド 公 民 館
ふれあいセンター長坂
帷 子 小 学 校
春 里 連 絡 所
光 陽 台 四 丁 目 公 園
西 可 児 中 学 校
旧 姫 治 連 絡 所 南
今 公 民 館
清 水 ケ 丘 集 会 所
南 帷 子 小 学 校
柿 下 公 民 館
緑ケ丘二丁目バス停
羽 生 ケ 丘 公 民 館
東 明 小 学 校
奥山台あすなろ公園
松 伏 団 地
大 森 公 民 館
旭 小 学 校

時　　間
2:10～2:40
2:50～3:30
3:40～4:10
1:30～2:00
2:10～2:30
2:50～3:30
3:40～4:30
2:10～2:50
3:00～3:40
3:50～4:30
1:30～2:00
2:10～2:40
2:55～3:30
3:45～4:30
1:30～2:00
2:10～2:50
3:05～3:35
3:45～4:30
1:30～2:05
2:20～2:50
3:00～3:30
3:40～4:30



96

広報かには古紙配合率100％･白色度80％再生紙を使用し、 
地球に優しい大豆油100%のインキで印刷されています。 

編集･発行/可児市役所 〒509-0292 岐阜県可児市広見一丁目1番地 
（0574）　　1111　FAX（0574）　　0345　URL  http: / /www.ci ty.kani .gifu. jp/62 61

ケーブルテレビ可児7ch放送 

※番組の内容や時間は変更することがあります。 

いきいきマイタウン番組案内 
ケーブルテレビ可児7ch放送 

●放送時間　土・日曜日（7:30・12:30・14:00・20:00・22:00） 
　　　　　　月～金曜日（7:30・12:30・20:00・22:00） 

T M

PRINTED WITH

SOY INK

２/１
〜
７
 

　22日から可児市の戸籍事務が電算化され
ます。これを機会に、戸籍とはどういうもの
で、どういった証明書があるのかをあらため
て学びましょう。 
★シリーズ：図書館だより 

２/８
〜
14
 

　戸籍事務で大切なのが届出です。戸籍の届
出にはどんな意味があり、どんな種類のもの
があるのでしょうか。届出により戸籍はどう
変わるのでしょうか。 
★シリーズ：学校めぐり 

２/15
〜
21
 

　空気の澄むこの時期は、遠くの雪山など多
くの山々を見渡すことができます。可児市内
から見えている山にはどんなものがあるので
しょうか。 
★シリーズ：中山道を行く・その５ 

２/22
〜
28
 

●戸籍の基本（１）「戸籍とは」 

●戸籍の基本（２）「届出とは」 

●可児から見える山々 

●うるおいライフ 
　２月16日に行われた「可児シティマラソ
ンin花フェスタ」。ロードコース、クロスカ
ントリーコース、ジョギングコースを走る参
加者の様子をお伝えします。 
★シリーズ：好きなのはカニダー 

住
民
票
や
税
の
事
務
な
ど
が

電
算
化
さ
れ
て
久
し
く
世
の
中

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
浸
透
し

て
い
る
時
代
に
あ
り
な
が
ら
、

戸
籍
事
務
の
電
算
化
と
言
わ
れ

て
も
正
直
な
と
こ
ろ
「
よ
う
や

く
」
と
い
う
思
い
が
し
ま
す
。 

わ
が
国
で
最
初
の
戸
籍
は
、

大
宝
二
年
（
七
百
二
年
）
に
作

ら
れ
て
今
も
正
倉
院
に
一
部
が

残
っ
て
お
り
、
現
在
の
加
茂
郡

富
加
町
の
こ
と
を
記
し
た
物
が

あ
る
そ
う
で
す
。
可
児
の
近
く

の
物
で
あ
る
こ
と
が
興
味
深
く
、

戸
籍
の
長
い
歴
史
を
感
じ
ま
す
。 

そ
ん
な
話
を
聞
く
と
、
戸
籍

事
務
が
電
算
化
さ
れ
る
の
は
、

あ
る
意
味
で
歴
史
的
な
瞬
間
と

言
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
花
） 

表　紙　の　人 

玉木美枝子さん 　 

気に入った絵を10枚購

入し、何種類ものパーツ

に切り取り、遠近感をつ

けながら重ねて張り付け

ていきます。３カ月ほど

の気の遠くなるような作業を積み重ねて完成した

立体画が、シャドーボックス。平面の絵が立体と

なって生まれ変わり、見ていると自分がその世界

に入り込んでいるような錯覚を覚えるほどです。

玉木さんがシャドーボックスを始めたのは６年

前。「いやになるほど細かい作業もありますが、

出来上がっていく楽しさがたまりません」と笑顔

を見せます。昨年の“生涯学習パネル展”に出展

し、「初めての展示でしたが、とても励みになり

ました。今年はミューシャの絵の２部作に挑戦し

ます」とこれからの創作活動が楽しみです。 

空飛ぶ宝石
冬枯れの中に一点、朝日に照らされてるり色に輝くカワセミ。
元気に魚を捕る姿はいつまでも残したい風景。私たちの生活環境
についても考えるきっかけを与えてくれているようです。

（中恵土・可児川）


